
（福島県）

要
因
は
多
種
多
彩
!! 

18
年
で
13
回
の
住
み
よ
さ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

　

東
北
地
方
南
部
の
福
島
県
は
、
県
域
東
部
が
太

平
洋
岸
と
阿
武
隈
高
地
（
阿
武
隈
山
地
）
に
挟
ま
れ

た
《
浜
通
り
》
地
域
、
県
域
中
央
部
が
阿
武
隈
高
地

と
奥
羽
山
脈
に
挟
ま
れ
た
《
中
通
り
》
地
域
、
県
域

西
部
が
奥
羽
山
脈
と
越
後
山
脈
に
挟
ま
れ
た
《
会
津

地
方（
会
津
盆
地
）》と
い
う
、
三
つ
の
地
域
に
大
き

く
区
分
さ
れ
て
い
る
。
県
域
東
端
が
太
平
洋
に
、

西
端
が
越
後
山
脈
に
面
し
て
い
る
福
島
県
は
、
さ

ら
に
阿
武
隈
高
地
と
奥
羽
山
脈
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
縦

割
り
に
、
例
え
ば
気
象
情
報
（
天
気
予
報
な
ど
）
が

発
信
さ
れ
る
際
の
地
理
的
区
分
と
も
な
る
、
三
つ

の
特
徴
的
な
地
勢
を
持
つ
地
域
に
区
切
ら
れ
て
い

る
の
だ
。

　

そ
の
う
ち
中
通
り
地
域
に
は
、
中
通
り
北
部
に

位
置
す
る
県
都
・
福
島
市
（
人
口
約
27
万
人
）
と
、

中
通
り
中
央
部
に
あ
っ
て
県
内
最
大
の
人
口
約

32
万
人
を
擁
す
る
郡
山
市
（
中
核
市
）
が
位
置
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
中
通
り
中
心
部
の
郡
山
市
に
隣
接
し
、

福
島
県
全
域
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
も
位
置
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
「
福
島
の
へ
そ
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら
れ

る
本
宮
市
は
、
平
成
19（
２
０
０
７
）年
１
月
１
日
、

旧
安
達
郡
本
宮
町
と
同
白
沢
村
と
の
新
設
合
併
に

よ
り
、
新
市
の
歩

み
を
開
始
し
た
。

　

来
年
（
令
和
９
／

２
０
２
７
年
）１
月
１
日
に

は
、
市
制
施
行
20
周
年
の

節
目
を
迎
え
る
が
、
市
制

施
行
以
後
、
本
宮
市
が
展

開
し
て
き
た
各
種
施
策
を
通
じ
た
市
と
し
て
の
成

長
ぶ
り
と
高
い
評
価
に
は
、
非
常
に
目
覚
ま
し
い

も
の
が
あ
る
。

　

具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」

（
東
洋
経
済
新
報
社
）
に
お
い
て
、
本
宮
市
は
市
制

施
行
の
平
成
19
年
か
ら
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
ま

で
の
18
年
間
で
「
福
島
県
内
第
１
位
」
を
13
回
も
獲

市 政 ル ポ 本
も と み や

宮市

本宮ＩＣを中心に多くの企業・事業者が立ち並ぶ本宮市は、内陸型
物流工業都市として成長を続けている

高
たかまつ

松義
ぎぎょう

行
本宮市長

便
利
さ
と
自
然
が
ち
ょ
う
ど
い
い［
福
島
の
へ
そ
の
ま
ち
］

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
住
み
よ
さ
へ
の
評
価
は
全
国
注
目
の
的

明治20年開業の本宮駅。野口英世は19歳のとき、大志を抱いて本宮
駅から初めて上京した（駅横には野口英世の像もある）
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得
。
直
近
の
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
か
ら
令
和
７

年
は
、
３
年
連
続
で
第
１
位
の
座
に
輝
い
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
間
の
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
に
は
、

全
国
８
１
２
市
区
＊
の
う
ち
総
合
26
位
、
令
和
７
年

は
全
国
総
合
86
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
高
い
評
価
の
要
因
は
、
本
宮
市
の
総

合
的
に
優
れ
た
「
環
境
」
に
あ
る
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、「
こ
お
り
や
ま
広
域
圏
」（
総
人
口
約
60
万

人
）
の
内
に
あ
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
本
宮
市
が

県
内
最
大
の
商
業
集
積
を
持
つ
郡
山
市
に
隣
接
し

て
い
る
こ
と
だ
。

　

加
え
て
市
域
内
に
は
現
時
点
で
12
の
工
業
団
地
が

あ
る
。
製
造
業
を
中
心
に
物
流
業
、
卸
売
業
な
ど
の

企
業
・
事
業
所
が
多
数
立

地
し
て
お
り
、
本
宮
市
は

内
陸
型
物
流
工
業
都
市
と

し
て
の
実
績
が
高
く
、
活

力
あ
る
産
業
都
市
（
面
積
当
た
り
・
人
口
一
人
当
た

り
の
製
造
品
出
荷
額
は
福
島
県
内
13
市
中
第
１
位
）

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

郡
山
市
の
単
な
る
衛
星
都
市
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で

は
な
い
。
福
島
県
の
工
業
集
積
を
担
う
よ
う
な
位
置

づ
け
に
あ
り
、
本
宮
市
自
体
に
も
自
立
し
た
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
豊
富
な
雇
用
の
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る

の
だ
。

　

本
宮
市
に
企
業
集
積
が
進
む
最
大
の
要
因
は
、
優

れ
た
交
通
環
境
に
あ
る
。
本
宮
の
地
は
も
と
も
と
、

会
津
街
道
・
相
馬
街
道
・
三
春
街
道
が
交
差
し
て
お

り
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
宿
場
町
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
た
歴
史
的
背
景
を
持
つ
が
、
現
代
の
本
宮
市
の

交
通
の
要
衝
ぶ
り
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
。

　

新
幹
線
の
停
車
駅
を
有
す
る
郡
山
市
中
心
部
か

ら
15
㎞
圏
内
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
の
二
つ

の
駅
（
郡
山
駅
か
ら
各
駅
停
車
で
三
つ
目
／
約
15
分

の
本
宮
駅
、
二
つ
目
／
約
10
分
の
五
百
川

駅
）
を
持
つ
本
宮
市
に
は
、
国
道
４
号
線
に

直
結
す
る
東
北
自
動
車
道
・
本
宮
Ｉ
Ｃ
も
あ

る
。
東
北
地
方
を
南
北
に
縦
断
す
る
東
北
自

動
車
道
と
、
東
西
に
横
断
す
る
磐
越
自
動
車

道
が
交
差
す
る
郡
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
に
も
近
接
し

て
い
る
。

　

本
宮
市
の
中
心
部
か
ら
コ
ン
パ
ス
を
30

㎞
圏
内
に
広
げ
れ
ば
、
県
都
・
福
島
市
（
東

北
本
線
・
福
島
駅
か
ら
本
宮
駅
ま
で
は
各
駅

停
車
で
約
30
分
）や
、
福
島
空
港（
福
島
空
港

Ｉ
Ｃ
か
ら
本
宮
Ｉ
Ｃ
ま
で
約
40
分
）
も
入
っ

て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
宮
市
は
、
東
北
・
磐
越
・
首
都

圏
の
各
地
方
を
陸
路
・
鉄
路
で
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、

空
路
で
全
国
と
も
つ
な
が
る
結
節
点
の
役
割
を
果

た
す
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
同
時
に
自
然
環
境
に

も
優
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
本
宮
市
を
構
成
す
る
旧
本
宮
町
エ
リ

ア
（
市
域
西
側
／
39
・
54
㎢
）
と
旧
白
沢
村
エ
リ
ア

（
市
域
東
側
／
48
・
40
㎢
）
の
境
界
線
に
近
い
市
の

中
心
部
に
は
、
市
域
を
南
北
に
貫
流
す
る
大
河
・

阿
武
隈
川
が
流
れ
て
い
る
。
阿
武
隈
川
に
は
市
域

中
央
部
で
安
達
太
良
川
（
阿
武
隈
川
水
系
）
が
注
ぎ

込
ん
で
お
り
、
市
域
に
は
や
は
り
阿
武
隈
川
の
支

川
で
あ
る
五
百
川
、
白
岩
川
、
仲
川
な
ど
も
縦
横

に
流
れ
て
い
る
。
ま
た
市
域
東
側
に
は
阿
武
隈
高

地
を
成
す
山
々
が
、
西
側
に
は
安
達
太
良
山
を
含

む
奥
羽
山
脈
が
そ
び
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
豊
か
な
自
然
環
境
下
に
あ
る
反
作
用

河口部で阿武隈川と合流する安達太良川。遠方に見えるのは安達
太良山

北上川に次ぐ東北地方第二の大河・阿武隈川。暴れ川としても知られるが、沿岸地域の
母なる川として古来、大地を潤してきた

本宮市

福島市

＊同ランキングによると千代田区、中央区、港区の3区は対象から除外
21 市政 JANUARY 2026



と
し
て
、
戦
後
最
大
の
総
雨
量

を
記
録
し
た
「
令
和
元
年
東
日

本
台
風
（
19
号
）」
な
ど
、
本
宮

市
や
周
辺
地
域
は
幾
度
と
な
く

洪
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き

た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、

市
域
を
囲
む
豊
か
な
山
・
川
の

景
観
と
、
そ
う
し
た
厳
し
く
も

豊
か
な
自
然
環
境
が
も
た
ら
す

大
地
の
恵
み
は
、
何
物
に
も
代

え
が
た
い
地
域
財
産
な
の
だ
。

　

実
際
、
本
宮
市
に
お
い
て
は
、

年
間
を
通
じ
て
比
較
的
温
暖
な

気
象
条
件
（
年
間
平
均
気
温
13

度
）
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
古
来
、

稲
作
を
中
心
に
高
品
質
な
農
産

物
が
産
出
さ
れ
て
き
た
。
中
で

も
現
在
、
植
え
付
け
か
ら
わ
ず

か
１
０
０
日
で
収
穫
で
き
る
米

の
品
種
と
し
て
人
気
の
ブ
ラ
ン

ド「
五
百
川
」は
、
本
宮
市
を
発

祥
の
地
と
し
て
い
る
。

　

総
人
口
（
令
和
７
年
11
月
１

日
現
在
で
２
万
９
６
１
８
人
）

こ
そ
、
平
成
21（
２
０
０
９
）年

の
３
万
１
７
５
７
人
を
ピ
ー
ク

に
、
現
在
も
微
減
が
続
い
て
い

る
。
し
か
し
、
人
口
減
少
は
首

都
圏
な
ど
一
部
地
域
を
除
け
ば

全
国
共
通
の
潮
流
で
あ
り
、
そ

う
し
た
中
で
の
本
宮
市
の
人
口
減
少
率
は
非
常
に

低
い
。

　

東
日
本
大
震
災
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ

る
影
響
な
ど
で
一
時
的
に
目
立
つ
減
少
期
は
あ
っ

た
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
の
回
復
を
経
た
上
で
、
社

会
動
態
人
口
は
む
し
ろ
プ
ラ
ス
傾
向
を
維
持
し
て

い
る
。
14
歳
以
下
の
年
少
人
口
の
割
合
も
近
年
、

福
島
県
内
13
市
中
の
第
１
位
（
約
12
％
）
を
維
持
。

生
産
年
齢
人
口
の
占
め
る
割
合
も
県
内
第
２
位

（
57
・
８
％
）だ
。

　
「
住
み
よ
さ
」
へ
の
定
評
や
、
自
然
環
境
と
産
業

構
造
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
に
も
優
れ
た
本
宮
市
に

は
、
同
時
に
「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
」
バ

ラ
ン
ス
よ
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
い
て
お
り
、

持
続
可
能
な
近
未
来
の
構
築
に
必
要
な
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
要
素
が
随
所
に
芽
吹
い
て
い
る
と
い
え
る
。

自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
を
通
し
て
痛
感 

情
報
発
信
と
連
帯
の
重
要
性

　
「
平
成
の
大
合
併
で
新
設
さ
れ
た
全
国
の
都
市
の

多
く
が
、
近
年
、
続
々
と
市
制
施
行
20
周
年
の
節

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
福
島
県
内
に
は
現
在
、
13

の
市
が
あ
り
ま
す
が
、
町
村
の
合
併
で
新
た
に
発

足
し
た
市
は
田
村
市
、
伊
達
市
、
本
宮
市
の
３
市

だ
け
で
す
。
本
宮
市
は
そ
の
中
で
も
最
後
、
県
内

全
体
の
合
併
事
例
の
中
で
も
最
後
か
ら
２
番
目
の

平
成
19
年
に
誕
生
し
た
た
め
、
市
制
施
行
20
周
年

の
節
目
は
令
和
９
年
１
月
１
日
に
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

本
宮
市
は
平
成
19
年
１
月
１
日
の
市
制
施
行
か

ら
現
在
は
18
年
目
（
※
取
材
は
令
和
７
年
９
月
26

日
）
に
当
た
る
わ
け
で
す
が
、
私
が
市
長
に
就
任
し

た
の
は
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
２
月
。
東
日
本
大

震
災
発
生
の
１
カ
月
前
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
本
宮
市
も
非
常
に
大
き

な
揺
れ
（
震
度
６
）
を
記
録
し
ま
し
た
。
道
路
を
は

じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
部
分
の
被
害
、
公
共
施
設

や
住
宅
の
全
半
壊
な
ど
の
被
害
を
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に

人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
原
発
事
故
を
受
け
て
の
除
染
作
業

な
ど
を
含
め
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
は
大

変
な
労
苦
を
伴
い
ま
し
た
が
、
半
面
、
そ
の
際
に

手
厚
い
支
援
を
頂
戴
し
た
埼
玉
県
上
尾
市
さ
ん
と

は
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
に
友
好
都
市
協
定
を
結

ん
で
緊
密
な
交
流
が
現
在
も
続
く
な
ど
、
あ
り
が

車いすなどでも利用できるインクルーシブ遊具やドッグランを備える恵向公
園。グラウンド・ゴルフも楽しめる

安達太良川と阿武隈川の合流地点近くに立地する親水公園「みずいろ公園」は市
外からの利用者も多い交流拠点だ

県立本宮高校と本宮市は包括連携協定を結び、さまざまな連携活
動を行っている（しらさわ秋祭りへの出店の模様）
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本宮市　市 政 ル ポ

（福島県）

た
い
こ
と
に
新
た
な
絆
の
輪
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
宮
市
が
《
全
国
へ
そ
の
ま
ち
協
議
会
》
に
加
盟

し
た
の
も
、
東
日
本
大
震
災
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、
遠

隔
自
治
体
同
士
の
連
携
関
係
が
い
か
に
大
切
か
と

い
う
こ
と
を
痛
感
し
、
前
向
き
で
積
極
的
な
情
報

発
信
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
体
験
し
た
か
ら
で
し
た
。

　

災
害
と
い
う
意
味
で
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台

風
の
方
が
、
む
し
ろ
は
る
か
に
大
き
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
市
域
中
心
部
を
流
れ
る
阿
武
隈
川
の

越
水
や
、
安
達
太
良
川
の
堤
防
の
決
壊
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
心
市
街
地
が
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
１
４
０
０
棟
以

上
も
の
家
屋
が
浸
水
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

の
際
に
は
な
か
っ
た
人
的
被
害
に
お
い
て
も
、
７

人
も
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
一
層
、
全
国
の
多
く
の

都
市
と
同
様
に
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
は
い
る
も

の
の
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
形
で
も
た
ら
さ
れ
て

い
る
、
本
宮
市
に
対
す
る
近
年
の
『
住
み
よ
さ
ラ
ン

キ
ン
グ
』
な
ど
に
よ
る
評
価
の
高
さ
は
、
非
常
に
あ

り
が
た
い
。
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
が
間
違
っ
て
い

な
い
こ
と
を
示
す
貴
重
な
客
観
情
報
と
し
て
、
励

み
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
高
松
義
行
本
宮
市
長
は
、
旧
本
宮
町

の
出
身
だ
。
実
家
が
寺
院
だ
っ
た
た
め
僧
籍
を
持

つ
が
、「
社
会
勉
強
の
つ
も
り
」（
高
松
市
長
）
で
大

学
を
卒
業
後
、
旧
本
宮
町
役
場
に
入
職
し
た
。
５

年
間
の
勤
務
の
後
、
実
家
の
副
住
職
を
務
め
る
か

た
わ
ら
、
地
元
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
や
青
年
会
議

所
で
多
彩
な
社
会
活
動
を
経
験
。
そ
の
過
程
で

醸
成
さ
れ
て
き
た
「
地
域
振
興
へ
の
思
う
と
こ
ろ
」

（
高
松
市
長
）が
積
み
重
な
り
、
平
成
７（
１
９
９
５
）

年
に
町
議
会
議
員
選
挙
に
出
馬
し
て
当
選
。
本
宮

町
議
を
３
期
、
合
併
後
に
は
本
宮
市
議
を
２
期
務

め
、
初
代
市
議
会
議
長
、
も
と
み
や
青
年
会
議
所

理
事
長
な
ど
の
要
職
も
歴
任
。
平
成
23
年
１
月
実

施
の
本
宮
市
長
選
へ
の
出
馬
と
当
選
に
至
っ
た
。

令
和
８
（
２
０
２
６
）
年
２
月
に
、
就
任
か
ら
４
期

16
年
目
を
迎
え
る
。

　
「
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
『
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
』
な
ど
に
よ
る
高
い
評
価
は
、
総
合
的
な
意
味
合

い
か
ら
の
本
宮
市
の
住
環
境
の
良
さ
を
ほ
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
本
宮
市
は
都
市
的

な
集
積
が
進
み
つ
つ
あ
る
旧
本
宮
町
地
区
と
、
私

た
ち
の
故
郷
の
伝

統
的
な
里
山
風
景

が
広
が
る
旧
白
沢

村
地
区
と
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
両

地
区
の
面
積
は
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。

　

人
口
は
鉄
道
駅

が
あ
っ
て
利
便
性

の
高
い
旧
本
宮
町

地
区
に
偏
り
が
ち

で
、
人
口
動
態
だ

け
を
見
る
と
、
旧

白
沢
村
地
区
は
人

口
減
少
が
進
み
つ

つ
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
旧
白
沢

村
地
区
の
景
観
こ
そ
は
、
本
宮
市
の
原
風
景
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
生
活
の
利
便

性
以
上
に
、
そ
こ
を
ほ
め
て
い
た
だ
く
と
本
当
に

う
れ
し
い
の
で
す（
笑
）」（
高
松
市
長
）

　

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
に
東
西
ア
ク
セ
ス
ロ
ー

ド
（
自
由
通
路
）
が
完
成
し
た
ば
か
り
の
Ｊ
Ｒ
本
宮

駅
を
出
て
、
阿
武
隈
川
方
面
に
向
か
う
道
す
が
ら
、

最
初
に
目
に
映
る
の
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風

の
浸
水
被
害
を
見
事
に
乗
り
越
え
、
復
旧
を
果
た

し
た
、
中
心
市
街
地
の
美
し
い
街
並
み
だ
。

　

そ
こ
を
抜
け
、
さ
ら
に
阿
武
隈
川
を
渡
り
、
旧

白
沢
村
地
区
へ
と
歩
を
進
め
る
と
す
ぐ
に
、
私
た

ち
現
代
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
、
懐
か
し
く
も
美
し

い
典
型
的
な
日
本
の
里
山
風
景
が
目
の
前
に
広

「ふるさと暮らし体験住宅・和暮和暮」の周辺には懐かしくも美しい里山風景
が広がっている

黒光りした梁（はり）が古民家の歴史を物語っている「和暮和暮」内部
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が
っ
て
く
る
。
そ
の
風
景
の
転
換
の
仕
方
は
非
常

に
ス
ム
ー
ズ
か
つ
鮮
や
か
だ
。
高
松
市
長
の
言
葉

に
も
あ
る
通
り
、
現
代
の
本
宮
市
を
構
成
し
て
い

る
の
は
、
現
代
的
な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
趣
お
も
む
きを

持
つ

旧
本
宮
町
と
、
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
奥
深

さ
を
持
つ
旧
白
沢
村
と
の
絶
妙
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の

結
果
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
お
の
ず
と
納
得
さ

れ
る
。地

域
の
原
風
景
は
里
山 

特
徴
的
な
情
報
発
信
で
図
る
交
流
人
口
増
大

　
「
旧
白
沢
村
地
区
に
は
、
令
和
６（
２
０
２
４
）年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
《
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
体
験
住
宅
・

和
暮
和
暮（
わ
く
わ
く
）》が
あ
り
ま
す
。
古
民
家
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
５
Ｌ
Ｄ
Ｋ

の
住
宅
で
、
本
宮
市
へ
の
移
住
を

希
望
す
る
人
な
ど
が
、
個
人
で
も

ご
家
族
単
位
で
も
、
本
宮
市
で
の

暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
『
お
試
し

住
宅
』（
※
連
続
７
日
間
／
年
間
14

日
間
利
用
可
能
）
で
す
。
こ
の
施

設
を
郡
山
市
や
首
都
圏
な
ど
へ
の

移
動
に
も
便
利
な
本
宮
駅
の
周
辺

で
は
な
く
、
里
山
風
景
の
真
っ
た

だ
中
に
設
置
し
た
の
に
は
理
由
が

あ
り
ま
す
。

　

移
住
希
望
の
方
が
、
最
終
的
に

本
宮
駅
周
辺
に
引
っ
越
し
て
来
ら

れ
る
の
だ
と
し
て
も
、
そ
の
前
に

本
宮
市
の
奥
深
く
に
残

る
、
自
然
豊
か
で
伝
統
的

な
農
村
部（
里
山
）の
暮
ら

し
を
ま
ず
体
験
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
本
宮
市
の
本

質
を
少
し
で
も
多
く
知
っ

て
い
た
だ
い
た
上
で
、
私

た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

一
員
と
し
て
、
生
活
を
開

始
し
て
い
た
だ
き
た
い
か

ら
な
の
で
す
」（
高
松
市
長
）

　

本
宮
市
に
は
「
み
ず
い

ろ
公
園
」「
恵
向
公
園
」
な

ど
公
園
が
数
多
く
あ
り
、

《
プ
リ
ン
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
パ
ー
ク
》
を
は
じ

め
と
す
る
特
徴
的
な
公
共
施
設
が
多
い
。
中
で
も

《
プ
リ
ン
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
パ
ー
ク
》内
の《
英

国
庭
園
》は
、
平
成
27（
２
０
１
５
）年
２
月
、
英
国

王
室
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子（
現
皇
太
子
）が
訪
問（
当

時
の
安
倍
晋
三
首
相
も
同
行
）
さ
れ
た
こ
と
を
キ
ッ

カ
ケ
に
、
日
英
の
友
好
と
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
の
証
と
し
て
整
備
さ
れ
た
と
い
う
、
全
国
的

に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
出
自
を
持
っ
て
い
る
。

　

英
国
風
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
を
中
心
に
四
季
折
々

の
表
情
を
見
せ
る
同
庭
園
は
、
前
出
の
上
尾
市
と

の
友
好
都
市
協
定
が
紡
い
で
き
た
緊
密
な
絆
（
連

携
関
係
）
の
輪
と
同
様
に
、
本
宮
市
と
英
国
（
ケ
ン

ジ
ン
ト
ン
＆
チ
ェ
ル
シ
ー
王
室
特
別
区
）
と
の
友

好
協
定
を
結
ぶ
絆
の
輪
を
象
徴
す
る
、
市
民
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
存
在
の
公
園
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
英
国
と
の
絆
（
交
流
）
は
、
市
内
中

学
生
の
英
国
訪
問
・
交
流
や
、
英
国
の
要
人
の
本

宮
市
訪
問
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
在
も
続
い

て
い
る
。

　
《
プ
リ
ン
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
パ
ー
ク
英
国
庭

園
》
か
ら
徒
歩
20
分
ほ
ど
の
《
本
宮
市
立
し
ら
さ
わ

夢
図
書
館（
以
下
、
し
ら
さ
わ
夢
図
書
館
）》も
、
非

常
に
特
徴
的
な
公
共
施
設
だ
。
本
欄
で
は
こ
れ
ま

で
全
国
の
特
徴
的
な
図
書
館
を
訪
ね
て
き
た
が
、

し
ら
さ
わ
夢
図
書
館
は
全
館
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
き
で

あ
る
と
こ
ろ
が
大
き
な
特
徴
だ
。
利
用
者
は
靴
を

脱
い
で
上
が
る
の
だ
が
、
大
人
も
子
ど
も
も
、
他

の
利
用
者
の
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
限
り
、
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
上
で
ご
ろ
り
と
横
に
な
っ
て
も
と
が
め

ら
れ
な
い
。

　

そ
れ
は
実
は
高
松
市
長
の
ア
イ
デ
ア
で
、
そ
こ
に

ウィリアム王子の訪問をキッカケに始まった本宮市と英国との交流は今年で
12年目。令和7年には「プリンス・ウィリアムズ・パーク開園10周年記念式典」
が開催された

プリンス・ウィリアムズ・パークは、家族単位の利用だけでなく、近隣の
保育園・幼稚園単位の利用も多い

本宮市と英国との交流のシンボル「英国庭園」は　バラの季節にひときわ
輝く
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は
「
と
か
く
硬
い
規
則
に
し
ば
ら
れ
が
ち
な
図
書
館

を
、
利
用
者
が
心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
本
の

世
界
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
場
に
し

た
か
っ
た
」
と
の
高
松
市
長
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
リ
ク
ラ
イ
ニ

ン
グ
チ
ェ
ア
が
何
台
も
並
ぶ
コ
ー
ナ
ー

や
、
は
だ
し
の
ま
ま
く
つ
ろ
げ
る
サ
ン

ル
ー
ム
も
備
え
ら
れ
て
い
る
。
リ
ラ
ク

セ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
本
に
囲
ま
れ
た
図

書
館
が
混
然
一
体
と
な
っ
た
、
本
好
き

に
は
ま
さ
に
「
夢
の
よ
う
な
図
書
館
」

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
居
心
地
の
良
さ
を
つ
く
る

発
想
の
一
つ
一
つ
が
、
本
宮
市
の
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
宮
市
に
お
け
る

全
国
で
も
有
数
の
「
住
み
よ
さ
」
を
形
成
す
る
要
素

は
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
住
み
よ
さ
を

発
信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
特
徴
的

な
試
み
が
多
い
。

　

例
え
ば
、
本
宮
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
「
本
宮
市
の
木
」
で
も
あ
る
「
ま
ゆ
み
の
木
の
実
」

を
モ
チ
ー
フ
と
す
る「
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」だ
。

　
「
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
は
友
好
都
市
・
上
尾
市
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
ッ
ピ
ー
」
と
平
成
26

（
２
０
１
４
）
年
に
結
婚
。
２
人
の
間
に
生
ま
れ
た

「
あ
ゆ
み
」
を
子
育
て
中
と
い
う
設
定
も
併
せ
持
つ

な
ど
、
両
市
の
交
流
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
っ
て
い

る
。
同
時
に「
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」は
、
全
国
の「
ま
ゆ

み
と
い
う
名
を
持
つ
人
た
ち
に
本
宮
市
へ
の
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
、
関
係
人
口
・
交
流
人
口
を
創

出
し
よ
う
」と
の
発
想
で

令
和
２
（
２
０
２
０
）
年

か
ら
は
じ
ま
っ
た「
全
国

ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
田
植
え

体
験
や
地
域
の
祭
り
へ

の
参
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
・
協
働
事
業
を

通
し
て
元
気
を
発
信
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
の

基
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
「
市
制
施
行
以
後
、
東
日
本
大
震
災
や
令
和
元
年

東
日
本
台
風
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、
苦

し
い
思
い
も
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、

課
題
に
向
き
合
う
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

成
果
が
出
る
ま
で
に
は
何
事
も
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
決
し
て
焦
る
こ
と
な
く
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
先
輩
方

が
つ
く
っ
て
こ
ら
れ
た
良
い
も
の
を
、
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
受
け
継
ぎ
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
、

着
実
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
高
松

市
長
）

　
《
少
欲
知
足
》
を
座
右
の
銘
と
し
、「
理
想
を
具
現

化
す
る
た
め
に
首
長
へ
の
道
を
選
ん
だ
」
と
語
る
高

松
市
長
が
目
指
す
「
さ
ら
に
住
み
よ
い
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
今
後
の
歩
み
が
、
よ
り
一

層
に
注
目
さ
れ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
＝
令
和
７
年
９
月
26
日
）

イメージキャラクター「まゆみちゃん」にちなんで始まった「全
国まゆみちゃん交流プロジェクト」には国内外から「まゆみさ
ん」が参加する

「もとみや秋祭り」の名物、女性の担ぎ手だけが参加できる「真
結女（まゆみ）御輿」

全面的にカーペットが敷かれた「本宮市立しらさわ夢図書館」。図書館でありな
がら地域の人々の憩いの場にもなっている（令和7年12月からは電子図書館
サービスも開始）

「本宮市立しらさわ夢図書館」「本宮市白沢公民館」と同じ敷地に立地
する「本宮市ふれあい美術館」（英国自動人形の収蔵数は全国随一）
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